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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（平成28年６月～平成28年８月）における当社グループの経営成績は、官庁受注及び

民間受注がともに順調に推移したことにより、受注高は4,829百万円（前年同期は4,646百万円）となりました。

 売上高につきましては1,240百万円（前年同期は483百万円）となり、営業損益は312百万円の損失（前年同期は

527百万円の損失）、経常損益は297百万円の損失（前年同期は512百万円の損失）となりました。

 親会社株主に帰属する四半期純損益につきましては241百万円の損失（前年同期は380百万円の損失）となりまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明

 （資産、負債及び純資産の状況）

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は12,635百万円であり、前連結会計年度末に比較して67百万円の減少とな

りました。その主な要因は固定資産の176百万円の減少であり、投資有価証券103百万円の減少等であります。

 負債合計は7,073百万円であり、前連結会計年度末に比較して420百万円の増加となりました。その主な要因は短

期借入金930百万円の増加であります。

 純資産合計は5,562百万円であり、前連結会計年度末に比較して488百万円の減少となりました。その主な要因は

親会社株主に帰属する四半期純損失241百万円及び82期期末配当金支払214百万円の計上による利益剰余金455百万

円の減少であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当社グループの第２四半期連結累計期間及び通期業績予想につきましては、引き続き、官庁・民間顧客共に好調

な受注環境を予想しており、その中で当社は「まちづくりのソリューション企業」として東日本大震災復興関連業

務の完遂に貢献していくとともに、都市再生・地方再生業務、公有地アセットマネジメント業務、東京オリンピッ

ク・パラリンピック関連業務、まちづくり事業推進サポート業務などを重点分野と位置づけ、積極的な営業活動を

展開するとともに、まちづくりの業務代行、土木管財業務、個人向け不動産資産の活用事業、ＰＭ/ＣＭ、海外事

業、システム開発などの高付加価値提案型サービスの展開による新たな領域開拓にも努めてまいります。このよう

な環境のもと、平成28年７月14日に公表した業績予想に変更はありません。

 

 なお、当社グループの売上高（事業ソリューション業務売上高を除く）は、第４四半期連結会計期間に完成する

業務の割合が大きいため、第１、第２、第３四半期連結会計期間までの各四半期連結会計期間の売上高に比べ第４

四半期連結会計期間の売上高が増加する傾向にあり、業績に季節的変動があります。 

 また、まちづくりのソリューション企業として、地理空間情報業務、環境業務、まちづくり業務、設計業務及び

事業ソリューション業務を総合的に営む単一事業の企業集団であるため、セグメント情報は記載しておりません。

 

（注）本資料に記載されている業績見通しは、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもの  

であり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当社及び一部の連結子会社については当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率

を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。 

 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 771,055 1,404,820 

受取手形及び売掛金 3,909,364 1,803,479 

未成業務支出金 1,385,279 2,693,123 

販売用不動産 228,372 228,372 

事業ソリューション業務支出金 1,937,742 1,941,842 

繰延税金資産 112,994 124,965 

その他 85,983 331,441 

貸倒引当金 △25,494 △12,142 

流動資産合計 8,405,298 8,515,903 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,523,347 2,477,230 

減価償却累計額 △1,627,306 △1,632,199 

建物及び構築物（純額） 896,040 845,031 

機械装置及び運搬具 809,158 784,393 

減価償却累計額 △362,095 △344,736 

機械装置及び運搬具（純額） 447,062 439,657 

土地 1,350,641 1,350,641 

その他 671,732 659,875 

減価償却累計額 △556,748 △555,796 

その他（純額） 114,983 104,078 

有形固定資産合計 2,808,728 2,739,408 

無形固定資産    

ソフトウエア 41,260 41,866 

その他 900 900 

無形固定資産合計 42,160 42,766 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,091,915 988,025 

繰延税金資産 134,939 150,258 

その他 221,063 200,837 

貸倒引当金 △6,756 △6,005 

投資その他の資産合計 1,441,161 1,333,117 

固定資産合計 4,292,050 4,115,291 

繰延資産    

社債発行費 5,571 4,244 

繰延資産合計 5,571 4,244 

資産合計 12,702,920 12,635,439 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年８月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 924,860 422,661 

短期借入金 1,720,000 2,650,000 

1年内返済予定の長期借入金 499,627 406,353 

1年内償還予定の社債 150,000 150,000 

未払法人税等 171,781 9,839 

未成業務受入金 1,229,035 1,774,418 

賞与引当金 251,781 11,305 

受注損失引当金 1,100 1,100 

株主優待引当金 23,433 － 

その他 588,069 646,896 

流動負債合計 5,559,690 6,072,574 

固定負債    

社債 60,000 60,000 

長期借入金 488,408 399,398 

繰延税金負債 3,399 3,267 

退職給付に係る負債 471,150 473,197 

環境対策引当金 12,908 12,908 

資産除去債務 41,170 38,021 

その他 15,767 14,036 

固定負債合計 1,092,804 1,000,829 

負債合計 6,652,494 7,073,404 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,131,733 2,131,733 

資本剰余金 1,114,234 1,114,234 

利益剰余金 2,927,721 2,472,045 

自己株式 △179,860 △179,860 

株主資本合計 5,993,828 5,538,152 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 168,798 135,422 

為替換算調整勘定 7,657 5,416 

退職給付に係る調整累計額 △214,405 △211,502 

その他の包括利益累計額合計 △37,950 △70,664 

新株予約権 94,547 94,547 

純資産合計 6,050,425 5,562,035 

負債純資産合計 12,702,920 12,635,439 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年８月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年８月31日) 

売上高 483,663 1,240,248 

売上原価 377,382 932,909 

売上総利益 106,280 307,338 

販売費及び一般管理費 634,027 620,006 

営業損失（△） △527,746 △312,668 

営業外収益    

受取利息 304 191 

受取配当金 1,740 1,901 

受取保険金及び配当金 145 1,333 

有価証券売却益 1,646 1,060 

受取品貸料 12,657 2,361 

補助金収入 2,477 6,276 

その他 7,183 11,330 

営業外収益合計 26,153 24,455 

営業外費用    

支払利息 8,977 5,409 

その他 2,301 4,189 

営業外費用合計 11,278 9,598 

経常損失（△） △512,872 △297,811 

特別利益    

固定資産売却益 1 － 

特別利益合計 1 － 

特別損失    

固定資産売却損 － 31,972 

固定資産除却損 － 750 

投資有価証券評価損 7,315 24,904 

特別損失合計 7,315 57,627 

税金等調整前四半期純損失（△） △520,185 △355,439 

法人税等 △139,864 △114,373 

四半期純損失（△） △380,320 △241,066 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △380,320 △241,066 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年８月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年８月31日) 

四半期純損失（△） △380,320 △241,066 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △61,912 △33,375 

為替換算調整勘定 141 △2,241 

退職給付に係る調整額 △5,937 2,902 

その他の包括利益合計 △67,708 △32,714 

四半期包括利益 △448,029 △273,780 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △448,029 △273,780 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

 当社グループは、地理空間情報業務、環境業務、まちづくり業務、設計業務及び事業ソリューション業務を総合的

に営む単一事業の企業集団であるため、記載を省略しております。

 

（重要な後発事象）

新株予約権の付与

 当社は、平成28年８月25日開催の当社取締役会において、会社法第236条、第238条および第240条の規定に基づ

き、当社取締役に対して株式報酬型ストックオプションとして発行することを決議した新株予約権を以下のとおり

付与いたしました。

(1) 新株予約権の割当日 平成28年９月12日

(2) 新株予約権の数 74個

(3) 新株予約権の目的となる株式の種類および数 当社普通株式 74,000株

(4) 新株予約権の払込金額 １株当たり332円

(5) 新株予約権行使時の払込金額 １株当たり１円

(6) 新株予約権の割当対象者 当社取締役６名

(7) 新株予約権を行使することができる期間 平成28年９月12日から平成58年９月11日まで

(8) 新株予約権の行使により株式を発行する場合にお

ける増加する資本金および資本準備金に関する事

項

①新株予約権の行使により株式を発行する場合において

増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項に

従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額

とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、そ

の端数を切り上げるものとする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合において

増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金等増

加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減

じた金額とする。

(9) 新株予約権の行使の条件 ①各新株予約権の一部行使はできないものとする。

②新株予約権者は、株式会社オオバの取締役の地位を喪

失した日の翌日から10日間に限り新株予約権を行使す

ることができる。

③その他の行使の条件は、「新株予約権割当契約書」に

定めるところによる。

(10)新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会

の決議による承認を要するものとする。
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４．補足情報

（生産、受注及び販売の状況）

 当第１四半期連結累計期間（自平成28年６月１日 至平成28年８月31日）

 当社グループは、地理空間情報業務、環境業務、まちづくり業務、設計業務及び事業ソリューション業務を総合

的に営む単一事業の企業集団であるため、セグメント情報は記載しておりません。

 

（１）生産高実績

当社グループは、単一セグメントであるため、業務の区分別の生産高を記載しております。

業務の区分等 生産高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

建設コンサルタント業務

地理空間情報業務

 

605,199

 

19.8

 

105.6

環境業務 232,492 7.6 77.4

まちづくり業務 1,167,511 38.2 74.6

設計業務 586,103 19.2 143.5

事業ソリューション業務等 463,762 15.2 138.0

合計 3,055,067 100.0 95.9

 （注）１．価格の基準は販売価格であります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（２）受注高実績

当社グループは、単一セグメントであるため、業務の区分別の受注高を記載しております。

業務の区分等 受注高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

建設コンサルタント業務

地理空間情報業務

 

918,890

 

19.0

 

110.5

環境業務 178,712 3.7 67.8

まちづくり業務 2,462,990 51.0 100.2

設計業務 1,148,378 23.8 119.1

事業ソリューション業務等 120,861 2.5 92.4

合計 4,829,831 100.0 103.9

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前期以前に受注した業務で、契約額の増減があるものについては、変更の行われた期の受注高にその増減額

を含んでおります。
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（３）完成高実績 

当社グループは、単一セグメントであるため、業務の区分別の完成高を記載しております。

業務の区分等 完成高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

建設コンサルタント業務

地理空間情報業務

 

207,443

 

16.7

 

122.8

環境業務 181,431 14.6 369.5

まちづくり業務 260,180 21.0 165.0

設計業務 200,716 16.2 213.3

事業ソリューション業務等 390,478 31.5 －

合計 1,240,248 100.0 256.4

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当社グループの売上高（事業ソリューション業務売上高を除く）は、第４四半期連結会計期間に完成する業

務の割合が大きいため、第１、第２、第３四半期連結会計期間までの各四半期連結会計期間の完成高に比べ

第４四半期連結会計期間の完成高が増加する傾向にあり、業績に季節的変動があります。

 

（４）手持受注高 

当社グループは、単一セグメントであるため、業務の区分別の手持受注高を記載しております。

業務の区分等 手持受注高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

建設コンサルタント業務

地理空間情報業務

 

2,094,725

 

16.1

 

91.1

環境業務 987,605 7.6 82.8

まちづくり業務 6,666,072 51.3 107.1

設計業務 2,276,731 17.5 117.2

事業ソリューション業務等 979,412 7.5 62.8

合計 13,004,545 100.0 98.4

 （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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